
 

令和３年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 福島県 】 

学校名【 いわき市立上遠野小学校 】 

１  実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２ 実施対象者 

（学 年 ･人 数） 
 ５年生 ２１名 

 ６年生 ２１名      計 ４２名 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 総合的な学習の時間 ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 スポーツを通して、努力することの大切さやチームワークを

学ぶことができる 

 

５ 取組内容  厳しい練習を重ね、念願の世界のベスト８に仲間入りした田中

選手の話から、目標に向かって努力していくことの意義や困難に

負けない強い意志、どんなときでも自分自身を全力でアピールし

ていくことの大切さを学ぶことができた。 

 

  
 

 

 また授業後半では、田中選手からラグビーボールを使ったボー

ルの蹴り方や受け取り方、簡単なラグビーゲームの実技指導を受

けたことで、ボール運動の楽しさを感じるとともに、うまく技が

できなくても続けていくことが上達の一歩になることを体験的

に学ぶことができた。 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



  
 

６ 主な成果 

 

○ 田中選手の講話から、「何でもチャレンジすること」「自己ア     

 ピールすること」について田中選手の体験を交えながら考える 

 ことができた。 

○ 田中選手がどのような思いでラグビーに取り組んできたか、 

 子どもたちの体験と関連づけながらふり返ることができた。 

○ 実技指導から、ラグビーの楽しさを感じるとともに、スポー 

 ツに対する関心を高めることができた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

○ 最初に講話をいただいた後に実践を行ったことにより、頑 

 張って運動に取り組もうとする気持ちを高めることができ 

 た。 

○ ラグビーという遠野町では普段接することが少ないスポー 

 ツを選び、学んだことで、いろいろなスポーツに関心を広げる 

 きっかけとなった。 

８主な課題等 ● コロナ禍ということもあり、実施に関する連絡調整がうまく 

 つかない場面があったので、こまめに連絡を取り合い、内容等 

 について共通理解を図りながら計画を立てていくようにする。 

● 密を避けるように気を付けながら講話や実践の場の設定を 

 行うことが難しかった。換気を十分に行い間隔を開けて並んだ 

 り、実践は校庭で行ったりすることで、密を回避した。 

９来年度以降の

実施予定 

○ 体育の時間では、普段接することが少ない新しいスポーツに 

チャレンジする時間を設け、スポーツに対する関心をさらに高  

 めていく。 

○ 行事の中では、目標を立て、達成に向けて練習を行ったり、 

計画を見直したりしながら、努力することを実践的に学べるよ 

うにしていく。 

 


